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き
つ
ね
う
ど
ん

を
注
文
し
た
ら
、

「
卵
は
い
か
が
、

お
に
ぎ
り
は
？
」

と
聞
く
の
は
、
拒
否
も
可
だ

か
ら
世
間
の
常
識
範
囲
以
内

で
あ
る
。

　

だ
が
、「
歯
石
を
取
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
の
注
文
に
Ｘ

線
や
盲
脳
測
定
や
と
さ
れ
た

ら
、
請
求
さ
れ
る
金
額
は
想

定
以
上
だ
し
、
歯
科
医
へ
の

不
満
と
不
信
は
「
歯
科
医
は

金
儲
け
の
た
め
に
や
っ
て
い

る
」
と
の
確
信
と
な
る
。

　

こ
の
歯
周
疾
患
治
療
の
規

格
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
、
医
療

は
普
通
の
商
業
慣
例
と
は
別

物
と
判
断
す
る
患
者
や
、
よ

り
精
度
の
高
い
緻
密
な
治
療

を
求
め
る
患
者
に
と
っ
て
は

合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、

合
う
合
わ
な
い
と
い
っ
た
個

人
差
だ
ら
け
の
医
療
と
い
う

場
で
、
多
く
の
患
者
大
衆
の

歯
科
医
不
信
に
大
貢
献
し
て

い
る
。

　

世
間
常
識
と
し
て
法
定
伝

染
病
以
外
で
医
者
に
自
由
裁

量
権
な
ん
か
無
く
、
患
者
に

選
択
権
が
あ
る
。
だ
が
、
意

識
不
明
の
救
急
患
者
を
前

に
、
家
族
の
同
意
を
気
長
に

待
っ
て
お
れ
る
は
ず
は
な

い
。
ま
た
、医
者
か
ら「
薬
要

り
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
た
患

者
は
、
ど
う
判
断
し
て
返
答

し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

（
民
主
・
衆
）
長
安
豊
・
平

野
博
文
・
藤
村
修
、（
参
）

診療報酬改定情報
をいち早くお届け

梅
村
聡
・
尾
立
源
幸
・
高
嶋

良
充
・
藤
原
正
司
・
松
岡
徹

（
共
産
・
衆
）
石
井
郁
子

（
社
民
・
衆
）
辻
元
清
美

山
下
芳
生
（
参
・
共
産
）・

吉
井
英
勝
（
衆
・
共
産
）

【
秘
書
対
応
】

（
自
民
・
衆
）
井
脇
ノ
ブ
子

・
大
塚
高
司
・
岡
下
信
子
・

川
条
志
嘉
・
北
川
知
克
・
谷

畑
孝
・
中
馬
弘
毅
・
と
か
し

き
な
お
み
・
中
山
太
郎
・
中

山
泰
秀
・
西
野
あ
き
ら
・
原

田
憲
治
・
松
浪
健
四
郎
・
松

浪
健
太
・
柳
本
卓
治
・
矢
野

隆
司
、（
参
）北
川
イ
ッ
セ
イ

・
谷
川
秀
善

（
公
明
・
衆
）
池
坊
保
子
・

北
側
一
雄
・
佐
藤
茂
樹
・
谷

口
隆
義
・
田
端
正
広
・
福
島

豊
、（
参
）
白
浜
一
良
・
山

下
栄
一
・
山
本
香
苗

し
た
。

　

08
改
定
へ
の
緊
急
要
望

は
、
①
20
年
以
上
放
置
さ
れ

て
い
る
73
項
目
の
引
き
上
げ

を
は
じ
め
、
初
・
再
診
へ
の

包
括
を
や
め
、
適
切
に
引
き

上
げ
る
こ
と
②
疾
患
ご
と
に

異
な
る
指
導
管
理
が
で
き
る

よ
う
指
導
管
理
料
の
統
合
を

し
な
い
こ
と
③
文
書
提
供
を

指
導
料
の
算
定
要
件
に
し
な

い
こ
と―

―

な
ど
の
９
項

目
。
保
団
連
は
２
月
10
日
、

厚
労
大
臣
や
中
医
協
ら
に
要

望
し
て
い
る
。

（
今
回
の
要
請
先
・
敬
称
略
）

【
面
談
議
員
】

竹
本
直
一
（
衆
・
自
民
）・

や
医
療
崩
壊
問
題
で
、
医
療

費
の
総
枠
拡
大
に
向
け
共
に

運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

語
っ
た
。
ま
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て
、「
年

金
受
給
者
か
ら
の
保
険
料
天

引
き
や
別
建
て
の
診
療
報
酬

な
ど
、
非
常
に
問
題
の
多
い

制
度
だ
。
野
党
が
共
同
で
廃

止
法
案
提
出
を
準
備
し
て
い

る
」
と
述
べ
、「
中
止
を
勝

ち
取
る
た
め
に
党
と
し
て
全

力
を
尽
く
し
た
い
」
と
表
明

　

下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
、

古
田
光
行
・
宮
本
辰
雄
両
監

事
、
事
務
局
員
ら
６
人
は
、

大
阪
選
出
の
全
衆
参
国
会
議

員
へ
要
請
、
竹
本
直
一
議
員

（
衆
・
自
民
）、
吉
井
英
勝
議

員
（
衆
・
共
産
）、
山
下
芳

生
議
員
（
参
・
共
産
）
と
面

談
し
、
歯
科
医
療
の
窮
状
、

医
療
崩
壊
ス
ト
ッ
プ
に
向
け

た
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を
訴

え
た
。

　

竹
本
議
員
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
問
題
で
「
70

歳
を
超
え
て
保
険
料
を
取
る

の
は
良
く
な
い
。
介
護
保
険

も
そ
う
だ
」
と
述
べ
た
。
診

療
報
酬
問
題
で
は
「
そ
の
う

ち
外
国
か
ら
歯
科
技
工
士
や

歯
科
医
師
が
入
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
」と
危
惧
、「
適

切
な
報
酬
を
も
ら
わ
な
け
れ

ば
駄
目
だ
ろ
う
」
と
し
た
。

　

吉
井
議
員
は
、「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
凍
結
は
国

民
を
欺
く
ご
ま
か
し
に
過
ぎ

な
い
」
と
政
府
を
批
判
、
廃

止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
国

民
と
共
に
進
め
て
い
き
た
い

と
し
た
。
同
議
員
へ
は
「
自

主
共
済
を
新
保
険
業
法
の
適

用
除
外
と
す
る
こ
と
を
求
め

る
」
署
名
を
託
し
た
。

　

山
下
議
員
は
、
診
療
報
酬

招
く
の
で
行
わ
な
い―

―

な

ど
を
あ
げ
、
解
説
さ
れ
た
。

　

同
氏
は
、「
修
復
時
、
特

に
コ
ア
形
成
時
に
シ
ー
ラ
ー

の
崩
壊
を
招
き
、
そ
こ
か
ら

漏
洩
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
根
の

形
態
に
よ
り
、
歯
髄
を
取
り

き
れ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、

感
染
を
防
げ
ば
再
治
療
の
可

能
性
は
少
な
く
な
る
。
抜
髄

時
に
さ
ら
な
る
感
染
を
防
ぐ

こ
と
が
成
功
の
鍵
で
あ
る
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
に
は
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回

を
求
め
る
署
名
」
へ
の
協
力

を
求
め
た
。
多
数
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

駆
け
つ
け
、“
連
帯
し
て
実

現
し
よ
う
”と
の
発
言
が
相

次
い
だ
。

　

集
会
に
は
、
石
井
み
ど
り

参
院
議
員
（
自
民
）、
森
本

哲
生
衆
院
議
員
（
民
主
）、

佐
藤
公
治
参
院
議
員
（
民

主
）、
大
門
実
紀
史
参
院
議

員
（
共
産
）、
亀
井
郁
夫
参

院
議
員
（
国
新
）、
亀
井
亜

　

協
会
・
保
団
連
、山
岳
会
・

商
工
団
体
ら
で
つ
く
る
「
共

済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る

懇
話
会
」
は
、
新
保
険
業
法

の
経
過
措
置
期
間
延
長
を
求

め
て
２
月
21
日
、
国
会
内
で

集
会
を
開
き
、
全
国
か
ら
１

４
０
人
が
参
加
し
た
。

　

趣
旨
に
賛
同
す
る
各
党
国

会
議
員
・
秘
書
ら
が
集
会
に

が
あ
る
物
は
根
が
分
岐
し
て

い
る
）

　

ま
た
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は

真
っ
す
ぐ
に
見
え
て
い
て
も

歯
根
尖
で
頬
側
に
湾
曲
し
て

い
る
歯
は
意
外
と
多
く
、
Ｓ

Ｓ
フ
ァ
イ
ル
で
は
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
本
来
の

根
管
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
掘

り
進
む
）
を
起
こ
し
や
す
く

根
尖
口
の
破
壊
も
招
く
場
合

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
Ｎ
ｉ

ｔ
ｉ
フ
ァ
イ
ル
は
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

に
く
い
が
、
安
全
を
考
え
て

抜
髄
で
は
１
・
５
㍉
程
度
ア

ン
ダ
ー
で
根
充
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。

　

抜
髄
時
で
の
最
も
重
要
な

こ
と
に
つ
い
て
、
根
管
拡
大

・
形
成
、
洗
浄
、
緊
密
な
根

歯
部
だ
け
と
考
え
て
、
そ
れ

以
外
の
歯
に
お
い
て
は
複
数

根
管
を
考
え
て
抜
髄
に
あ
た

る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
（
下

顎
切
歯
で
は
７
割
の
確
率
で

複
数
根
管
が
存
在
す
る
。
た

だ
し
、
完
全
な
２
根
管
は
１

割
程
度
）。
一
つ
の
根
管
口

が
偏
在
し
て
い
る
場
合
、
歯

の
象
牙
質
の
生
成
を
考
え
る

と
、
反
対
側
に
も
う
１
根
存

在
す
る
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
る
と
述
べ
た
。（
レ
ン

ト
ゲ
ン
で
歯
根
部
分
に
濃
淡

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

学
会
部
は
、
生
涯
研
修
講
座

「
歯
内
療
法
成
功
の
鍵
～
特

に
抜
髄
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
～
」
を
２
月
17
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
１
１
４

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
木

ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯

学
部
招
へ
い
教
員
・
吹
田
市

開
業
）
が
務
め
ら
れ
、
根
管

形
態
や
抜
髄
時
の
留
意
点
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

木
ノ
本
氏
は
根
管
形
態
に

つ
い
て
、
単
根
管
は
上
顎
前

複
数
根
管･
形
態
に
配
慮
を

２月度生涯研

歯
内
療
法
成
功
の
ヒ
ン
ト
語
る

紀
子
参
院
議
員
（
国
新
）
を

始
め
与
野
党
秘
書
ら
が
駆
け

付
け
た
。
各
議
員
か
ら
は
、

力
を
合
わ
せ
て
自
主
共
済
を

守
っ
て
い
こ
う
、「
経
過
措

置
期
間
」
の
延
長
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
党
派
を
超
え
て

行
動
し
た
い
と
の
決
意
が
表

明
さ
れ
た
。

管
充
填
は
当
然
で
あ
る
が
、

見
落
と
さ
れ
が
ち
な
の
が
根

管
の
２
次
感
染
の
予
防
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
軟
化
牙

質
の
除
去
や
緊
密
な
仮
封
、

ま
た
根
管
開
放
を
し
な
い
こ

と
、
汚
染
物
の
挿
入
を
防
ぐ

こ
と
、
修
復
時
の
再
感
染
の

予
防
が
大
切
で
あ
る
と
強
調

し
た
。

　

再
感
染
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
①
緊
密
な
仮
封
の

た
め
に
は
仮
封
剤
の
厚
さ

は
、
最
低
２
㍉
以
上
で
３
・

５
㍉
程
度
が
望
ま
し
い
②
ブ

ロ
ー
チ
綿
花
は
汚
染
物
と
考

え
て
、
ペ
ー
パ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
使
用
が
望
ま
し
い
③
持
続

的
排
膿
が
あ
る
場
合
の
み
、

最
長
１
日
の
開
放
と
し
、
そ

れ
以
上
は
さ
ら
な
る
感
染
を

抜髄時の二次感染などについて話す
木ノ本氏＝２月17日、Ｍ＆Ｄホール

　

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
中
止
②
歯
科
医
療
崩
壊
を
く
い
止
め
患
者
に
必
要
・
十
分
な

医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
08
改
定
へ
の
緊
急
要
望
③
自
主
共
済
の
新
保
険
業
法
適
用

除
外
と
経
過
措
置
期
間
の
延
長―

―

の
３
点
で
協
会
は
２
月
21
日
、
大
阪
選
出
の
国
会
議
員

へ
要
請
、
協
力
を
訴
え
た
。

〝
自
主
共
済
守
る
〟集
会

共済懇話会

問題多い後期高齢者医療制度
見直しへ 国会内で野党共闘すすむ

保団連メールマガジンにご登録ください
〈登録方法〉
①mailnews2008@doc-net.or.jp
　宛てに空メール（件名も本文も無いメール）を
送る
②保団連より入会申込用フォームのメールが届く
③入会申込用フォームに必要事項を入力し、「この
内容で送信する」をクリックする→登録完了
※メールマガジンが配信されるまでに、２・３日
を要する場合があります

自民党・竹本直一衆議院議員（中右）

共産党・吉井英勝衆議院議員（右）

共産党・山下芳生参議院議員（中右）

　

同
制
度
は
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
を
、
現
在
加
入
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
や
被
用

者
保
険
か
ら
切
り
離
し
、
高

齢
者
だ
け
の
医
療
保
険
に
組

み
入
れ
る
と
い
う
も
の
。
保

険
料
の
年
金
か
ら
の
天
引
き

や
、
受
け
ら
れ
る
医
療
が
制

限
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
点
が

あ
り
、
中
止
・
撤
回
を
求
め

５
１
２
の
地
方
議
会
が
意
見

書
を
出
し
て
い
る
。

　

昨
夏
の
参
院
選
以
降
初
め

て
、
野
党
４
党
に
よ
る
共
同

の
法
案
提
出
が
さ
れ
た
。

　

民
主
党
・
日
本
共
産
党
・

社
会
民
主
党
・
国
民
新
党
の

野
党
４
党
は
２
月
28
日
、
今

年
４
月
か
ら
実
施
予
定
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止

す
る
法
案
を
、
衆
議
院
に
提

出
し
た
。

後期高齢者医療制度

４野党が廃止法案
衆議院に提出

国
会
議
員
が
連
帯
の
発
言


